
「
独
身
証
明
書
」
発
行

の
背
景
に
は
、
戸
籍
謄

抄
本
に
よ
る
身
元
調
査
、

結
婚
差
別
の
実
態
か
ら
、

部
落
解
放
同
盟
が
、
結

婚
差
別
の
解
消
を
目
指

し
、
国
と
の
交
渉
、
関

係
行
政
機
関
に
対
す
る

取
り
組
み
を
重
ね
て
き

た
結
果
「
独
身
証
明
書
」

の
発
行
に
い
た
っ
た
。

通
産
省
が
00
年
５
月

10
日
「
結
婚
情
報
サ
ー

ビ
ス
・
結
婚
相
談
業
者
」

に
対
し
て
、
基
本
的
人

権
を
侵
害
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
入
会
申
込

者
が
独
身
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
と
し

て
「
戸
籍
謄
抄
本
」
で

は
な
く
「
独
身
証
明
書
」

を
一
般
行
政
証
明
書
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
を

求
め
る
と
と
も
に
、
都

道
府
県
を
通
じ
て
市
区

町
村
に
も
協
力
を
要
請

し
て
い
る
。

03
年
通
産
省
が
全
国

の
結
婚
相
談
業
者
を
対

象
に
実
施
し
た
調
査
で

は
、
全
国
で
結
婚
相
談

所
は
推
定
３
１
０
０
ヵ

所
。
入
会
時
の
提
出
物

と
し
て
は
、
写
真
84
％
、

履
歴
書
51
％
、
戸
籍
謄

本
抄
本
33
％
、
住
民
票

23
％
と
い
う
状
況
。

04
年
大
阪
府
・
大
阪

市
の
結
婚
相
談
所
の
実

態
調
査
で
は
「
結
婚
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
要

因
」
に
お
い
て
、
相
手

が
同
和
地
区
出
身
で
あ
っ

た
か
ら
が
９
％
、
相
手

の
家
柄
が
８
％
、
相
手

の
家
族
に
障
害
者
が
い

る
か
ら
が
７
％
、
相
手

の
国
籍
・
民
族
が
５
％
、

と
い
う
結
果
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

結
婚
相
談
業
務
に
お

け
る
市
民
の
根
強
い
結

婚
差
別
の
実
態
を
表
し

て
い
る
。

95
年
に
京
都
府
内
の

社
会
福
祉
協
議
会
の
結

婚
相
談
所
で
、
本
籍
記

載
・
戸
籍
謄
本
提
出
な

ど
今
回
の
萩
市
の
問
題

と
同
様
の
事
件
が
あ
い

つ
い
で
起
き
た
。

こ
の
糾
弾
闘
争
の
な

か
で
通
産
省
が
95
年
に

結
婚
相
談
所
の
申
込
書

や
情
報
収
集
に
つ
い
て

の
「
行
動
指
針
」
を
出

す
な
ど
、
全
国
的
な
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

97
年
２
月
21
日
、
全

国
社
会
福
祉
協
議
会

（
全
社
協
）
が
社
会
福

祉
協
議
会
の
結
婚
相
談

事
業
に
つ
い
て
の
内
部

調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、

97
年
３
月
28
日
に
全
社

協
と
厚
生
省
が
、
各
都

道
府
県
、
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
対
し
て
、

結
婚
相
談
カ
ー
ド
で
は

本
籍
や
宗
教
、
障
害
の

有
無
な
ど
、
差
別
に
つ

な
が
る
情
報
収
集
は
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う

内
容
の
指
導
通
達
を
出

し
た
。

ま
た
「
結
婚
相
談
カ
ー

ド
記
入
事
項
参
考
例
」

と
し
て
、
基
本
的
な
６

項
目
（
①
氏
名
②
生
年

月
日
③
現
住
所
④
本
人

の
職
業
⑤
趣
味
⑥
自
己

Ｐ
Ｒ
）
を
提
示
し
て
い

る
。

こ
の
改
善
指
導
の
確

認
の
た
め
に
、
98
年
１

月
20
日
に
、
全
社
協
事

務
局
長
が
市
町
村
社
協

の
結
婚
相
談
カ
ー
ド
等

の
改
善
状
況
の
報
告
を

求
め
て
い
る
。
同
時
に

厚
生
省
か
ら
も
各
都
道

府
県
の
社
協
主
管
課
長
、

地
域
改
善
対
策
主
管
課

長
宛
に
「
改
善
状
況
を

確
実
に
把
握
」
し
「
十

分
に
指
導
さ
れ
た
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。

調
査
票
の
主
な
項
目

は
下
記
の
通
り
。

１
、
本
籍
欄

２
、
宗
教
欄

３
、
家
族
の
職
業
欄

４
、
記
入
し
た
く
な
い

項
目
は
未
記
入
で
も
可

５
、
第
３
者
へ
の
情
報

提
供
の
事
前
了
解

（１） 号外 （毎月１回発行） 解放新聞山口版（号外） ２００８年６月１６日

○差別事件の糾弾闘争を強化

○全ての学校で同和教育実践を！
○全自治体で同和行政を！

萩
市
が
今
年
５
月
９
日
か
ら
庁
舎
内
に
開
設
し

た
結
婚
相
談
所
が
、
00
年
通
産
省
（
現
・
経
済
産

業
省
）
通
達
に
反
し
「
独
身
証
明
書
」
で
な
く
、

戸
籍
謄
本
の
提
出
を
求
め
て
い
た
。

申
込
書
も
95
年
通
産
省
の
「
基
本
的
人
権
を
侵

害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
の
配
慮
を
」
と
い

う
「
行
動
指
針
」
に
反
し
て
、
「
本
籍
」
「
宗
教
」

「
既
往
歴
」
「
身
体
上
の
障
害
」
「
家
族
構
成
・

職
業
・
続
柄
」
「
離
婚
理
由
（
死
別
・
生
別
）
」

ま
で
記
入
さ
せ
て
い
た
。

ま
た
、
宇
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
の

結
婚
相
談
事
業
で
も
申
込
書
・
相
談
カ
ー
ド
に
、

健
康
状
態
（
既
往
歴
）
、
離
婚
理
由
（
死
別
・
生

別
）
、
身
体
上
の
障
害
、
前
住
所
と
転
居
理
由
ま

で
書
か
せ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

97
年
に
厚
生
省
と
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
（
全

社
協
）
が
改
善
指
導
し
た
項
目
に
も
か
か
わ
ら
ず

宇
部
市
社
協
は
現
在
ま
で
使
用
し
て
い
た
。

部
落
解
放
同
盟
山
口
県
連
合
会
と
地
元
支
部
が

こ
れ
ら
の
差
別
性
・
問
題
点
を
指
摘
し
、
萩
市
と

宇
部
市
社
協
に
対
し
て
改
善
を
求
め
た
。

今
回
、
萩
市
の
結
婚
相
談
所
の
問
題
で
は
、
戸

籍
謄
本
の
提
出
、
差
別
的
「
申
込
書
」
「
紹
介
カ
ー

ド
」
記
載
な
ど
、
結
婚
差
別
に
直
結
し
、
差
別
を

助
長
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

宇
部
市
社
協
に
対
し
て
も
、
97
年
に
全
社
協
か

ら
改
善
指
導
を
受
け
た
の
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

違
反
項
目
で
実
施
し
て
き
た
の
か
。
人
権
確
立
に

向
け
て
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
公
的
機
関
が
、

な
ぜ
こ
う
し
た
問
題
を
起
こ
し
た
の
か
、
そ
の
原

因
と
背
景
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
な
ぜ
職
員
や
マ
ス
コ
ミ
も
こ
の
問
題
性
に
気

づ
か
な
か
っ
た
の
か
。

今
後
、
県
連
と
し
て
真
相
糾
明
に
と
り
く
み
、

萩
市
や
宇
部
市
、
山
口
県
に
対
し
て
広
範
な
糾
弾

闘
争
を
展
開
し
て
い
く
。

〒753-0074 山口市中央1-5-3
TEL ０８３－９２３－２３０３
FAX ０８３－９２１－１９１９
ホームページ http://y-kaihou.jp

編集発行人 松岡 広昭

９７年全社協の結婚相談事業の実態調査

①市区町村社会福祉協議会 ３３７０ヶ所

②結婚相談所を実施している社協 ４６２ヶ所

③申込書に本籍欄がある社協 ２８２ヶ所

④宗教欄がある社協 １５８ヶ所

⑤離婚理由 １３５ヶ所

萩市結婚相談所の「申込書」本籍や障害・宗教も記入



萩
市
と
の
第
１
回
確
認

会
（
５
月
19
日
）
の
な
か

で
、
萩
市
は
宇
部
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
結
婚
相
談

事
業
を
参
考
に
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

す
ぐ
に
宇
部
市
社
協
の

結
婚
相
談
事
業
を
調
査
す

る
と
、
宇
部
市
社
協
の

「
申
込
書
」
「
結
婚
相
談

申
込
カ
ー
ド
」
は
、
97
年

厚
生
省
通
達
（
「
６
項
目
」

基
本
）
、
98
年
全
社
協
改

善
指
導
を
受
け
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
現
住
所
（
居
住
年
数
）
、

前
住
所
（
転
居
理
由
）
」

「
住
居
（
自
家
・
借
家
・

借
間
・
住
込
）
」
「
最
終

学
歴
」
「
身
体
上
の
障
害
」

「
健
康
状
態
（
既
往
症
）
」

「
結
婚
歴
（
初
婚
・
再
婚
）
」

「
離
婚
理
由
（
死
別
・
生

別
）
」
「
容
姿
（
身
長
・

体
重
）
」
「
収
入
」
「
同

居
家
族
・
別
居
家
族
の
性

別
・
続
柄
・
参
考
事
項
」

な
ど
の
項
目
が
ど
う
ど
う

と
掲
載
さ
れ
、
使
用
さ
れ

て
い
る
現
実
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

今
後
県
連
と
し
て
は
、

①
県
・
宇
部
市
の
結
婚
相

談
所
に
お
け
る
指
導
改
善

（
97
、
98
年
）
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
②
な
ぜ
宇

部
市
社
協
が
こ
の
書
類
の

問
題
性
に
気
づ
か
な
か
っ

た
の
か
、
③
い
つ
か
ら
こ

の
書
類
が
使
用
さ
れ
て
い

る
の
か
、
そ
の
提
出
し
た

被
害
者
の
数
の
把
握
な
ど

の
実
態
把
握
、
④
利
用
し

た
市
民
が
な
ぜ
問
題
性
に

気
づ
け
な
か
っ
た
の
か
、

等
々
明
ら
か
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

毎
日
新
聞
、
山
口
新
聞
、

中
国
新
聞
、
西
日
本
新
聞

な
ど
が
、
萩
市
結
婚
相
談

所
の
開
設
を
取
り
上
げ
て

い
る
。

そ
の
時
に
、
だ
れ
も
戸

籍
提
出
、
結
婚
相
談
カ
ー

ド
の
差
別
的
内
容
の
問
題

性
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
中
国
新
聞
は

「
戸
籍
謄
本
提
出
」
な
ど

と
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

た
こ
と
の
影
響
な
ど
、
今

後
、
議
論
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

厚
生
労
働
省
に
対
し
て
、

97
年
、
98
年
の
全
社
協
で

の
改
善
の
指
導
不
足
を
追

求
。
10
年
経
過
し
て
い
る

の
で
、
も
う
一
度
実
態
把

握
と
、
差
別
情
報
収
集
の

禁
止
の
明
確
化
を
求
め
る

通
達
・
指
導
を
徹
底
さ
せ

る
よ
う
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

経
済
産
業
省
に
対
し
て
、

現
在
作
成
中
の
「
結
婚
相

手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
業
認
証

制
度
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
（
夏
頃
に
発
表
予

定
）
に
、
具
体
的
に
本
籍

地
や
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
の
あ
る
情
報
収
集
を

禁
止
す
る
項
目
の
例
示
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
。

全
社
協
に
対
し
て
、
97

年
通
達
、
98
年
の
指
導
改

善
後
の
現
在
の
実
態
把
握
・

指
導
不
足
の
責
任
を
追
及

す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
県
連
が
独
自
に

調
査
し
た
だ
け
で
も
、
か

な
り
の
数
、
戸
籍
提
出
を

さ
せ
て
い
る
市
役
所
・
社

協
の
結
婚
相
談
所
が
あ
る
。

①
市
役
所
の
結
婚
相
談
所

で
戸
籍
謄
本
提
出

川
越
市
役
所
（
埼
玉
）
、

千
葉
市
役
所
（
千
葉
）
、

船
橋
市
役
所
（
千
葉
）
、

②
社
協
の
結
婚
相
談
業
で

戸
籍
謄
本
提
出

静
岡
市
社
協
（
静
岡
）
、

富
士
市
社
協
（
静
岡
）
、

我
孫
子
市
社
協
（
千
葉
）
、

瀬
戸
市
社
協
（
愛
知
）
、

盛
岡
市
社
協
（
岩
手
）
、

水
戸
市
社
協
（
茨
城
）

ひ
た
ち
な
か
市
社
協

（
茨
城
）
、

③
社
協
の
結
婚
相
談
の
申

込
書
で
本
籍
等
の
記
載

高
崎
市
社
協
（
群
馬
）

は
本
籍
、
離
婚
理
由
な
ど
。

今
回
の
結
婚
相
談
所
の

問
題
は
、
部
落
出
身
者
だ

け
で
な
く
、
障
が
い
者
、

在
日
外
国
人
、
女
性
差
別
、

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
・
関

係
者
、
ア
イ
ヌ
民
族
、
１

人
親
家
庭
、
婚
外
子
、
児

童
擁
護
施
設
で
育
っ
た
人

な
ど
、
多
く
の
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
も
関
わ
る
問
題
で

あ
る
。
他
の
人
権
運
動
団

体
と
、
と
も
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
結
婚
差
別
問
題
の
解
決

を
目
指
す
こ
と
が
重
要
。

こ
れ
ま
で
幾
多
の
就
職

差
別
や
結
婚
差
別
で
ど
れ

だ
け
の
若
い
命
が
奪
わ
れ

続
け
て
き
た
こ
と
か
。
死

に
至
ら
な
く
て
も
、
多
く

の
自
殺
未
遂
が
あ
り
、
さ

ら
に
心
に
傷
を
負
っ
た
例

は
山
口
県
内
で
も
枚
挙
に

い
と
ま
な
が
な
い
。

部
落
差
別
撤
廃
に
向
け

て
様
々
な
書
類
へ
の
本
籍

地
の
記
載
を
や
め
さ
せ
て

き
た
。
就
職
差
別
が
横
行

す
る
な
か
で
、
社
用
紙
を

使
わ
せ
ず
、
統
一
応
募
用

紙
を
制
定
し
、
本
籍
の
み

な
ら
ず
、
本
人
の
労
働
意

欲
や
適
正
な
ど
と
関
係
の

な
い
家
族
の
学
歴
や
職
業
、

宗
教
、
支
持
政
党
、
資
産

な
ど
の
記
入
を
や
め
さ
せ

て
き
た
。

し
か
し
「
両
性
の
合
意

の
み
に
基
づ
い
て
成
立
」

（
憲
法
24
条
）
す
る
は
ず

の
結
婚
に
さ
い
し
て
は
、

公
正
な
採
用
の
た
め
に
否

定
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
も

の
が
、
な
ん
の
躊
躇
も
な

く
、
公
然
と
要
求
さ
れ
い

て
い
る
。
逆
に
、
統
一
応

募
用
紙
の
主
旨
も
、
ど
れ

だ
け
理
解
さ
れ
て
い
る
か
、

差
し
量
れ
る
と
い
う
も
の
。

与
え
ら
れ
た
用
紙
を
、

空
欄
が
な
い
よ
う
に
埋
め

る
の
が
当
然
と
す
る
意
識

は
、
埋
め
ら
れ
な
い
の
は

何
か
や
ま
し
い
こ
と
で
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
に
直
結
し
て
い
る
。

自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
明
ら
か
に
す
る
か
否
か

は
、
本
人
が
決
定
す
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
他
人
が
口

出
し
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

今
回
の
萩
市
や
宇
部
市
社

協
の
結
婚
相
談
事
業
に
は
、

こ
の
よ
う
な
人
権
の
視
点

や
結
婚
差
別
の
現
実
認
識

は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
な
い
。

「
釣
書
」
と
い
う
「
し

き
た
り
」
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
「
家
」
と
「
家
」

と
の
「
釣
り
合
い
」
を
と

る
こ
と
が
地
域
社
会
で
波

風
を
た
て
ず
に
生
き
て
い

く
こ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

本
籍
を
書
か
せ
「
身
元
」

を
調
べ
る
こ
と
が
当
然
視

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が

「
仲
人
的
感
覚
」
の
正
体
。

地
域
の
秩
序
は
、
こ
の
よ

う
に
し
て
保
た
れ
て
き
た
。

こ
の
秩
序
の
も
と
で
部
落

差
別
は
温
存
さ
れ
て
き
た
。

本
籍
、
転
居
理
由
、
宗

教
、
身
体
上
の
障
害
、
既

往
歴
、
家
族
全
員
の
職
業

や
生
年
ま
で
書
か
せ
る
こ

の
「
紹
介
カ
ー
ド
」
は
、

単
な
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
で
は
な
く
、
部
落
差

別
、
民
族
差
別
な
ど
大
き

く
人
権
を
侵
害
す
る
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
の

認
識
は
担
当
者
や
職
員
な

ど
に
は
な
か
っ
た
か
ら
こ

そ
、
平
気
で
本
籍
や
転
居

理
由
や
、
家
族
の
職
業
な

ど
を
記
載
さ
せ
て
い
た
。

部
落
民
に
と
っ
て
、
本

籍
地
を
書
か
さ
れ
る
こ
と

は
、
部
落
民
で
あ
る
こ
と

を
記
入
せ
よ
、
と
い
う
の

に
等
し
い
こ
と
。

部
落
産
業
に
従
事
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
家
族
全
員

の
職
業
を
書
か
さ
れ
る
こ

と
は
部
落
民
で
あ
る
こ
と

を
記
入
せ
よ
と
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
と
、
結
婚
相

談
に
あ
た
っ
て
、
在
日
の

人
が
存
在
す
る
こ
と
す
ら
、

考
え
た
た
こ
と
も
な
か
っ

た
。
指
摘
し
て
は
じ
め
て
、

在
日
外
国
人
の
厳
し
い
結

婚
差
別
の
現
実
、
民
族
差

別
の
現
実
を
知
っ
た
。

意
識
に
も
の
ぼ
ら
な
い

と
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

地
域
社
会
で
排
除
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
家
族
全
員
の
氏
名
を

書
か
せ
る
の
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
場
合
、
一
目
瞭

と
な
り
、
相
手
に
会
う
前

に
書
類
の
段
階
で
不
利
な

状
況
に
つ
き
お
と
さ
れ
る
。

本
来
は
公
的
機
関
が
結

婚
相
談
を
お
こ
な
う
意
味

は
、
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人
た
ち
の
た
め

に
こ
そ
、
役
立
つ
結
婚
相

談
所
で
あ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
紹
介
す
る
段
階
で
、

相
手
の
家
柄
や
部
落
を
気

に
す
る
人
が
い
た
ら
、
そ

の
場
で
し
っ
か
り
と
啓
発

す
る
必
要
が
あ
る
。
結
婚

段
階
に
な
り
親
族
の
反
対

に
あ
っ
て
も
、
一
緒
に
結

婚
差
別
と
闘
い
、
二
人
を

支
援
す
る
相
談
員
で
あ
る

べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

営
利
目
的
の
民
間
と
は

違
う
公
的
機
関
だ
か
ら
こ

そ
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
結
婚
差

別
撤
廃
の
一
躍
を
担
う
相

談
所
に
変
わ
る
こ
と
こ
そ

が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（１） 号外 （毎月１回発行） 解放新聞山口版（号外） ２００８年６月１６日

宇部市社協の「結婚相談申込カード」これは登録者なら、誰でも閲覧で

きる。個人情報保護法に該当するセンシティブ情報でもある。


